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■報告書項目（案） 
  

第一章 札幌市の地域コミュニティを取り巻く社会経済状況の変化 

 

はじめに 

（委員長のことば掲載） 

  

第一章 

札幌市の地域コミュニティを取り巻く社会経済状況の変化 

※人口減少・高齢世帯率増加等による今後の地域コミュニティの
課題整理 

1．札幌市の人口の現状 

2．将来人口推計による課題 

  

第二章 

現状の地域コミュニティについて 

※地域コミュニティ及び町内会に関する現状と課題整理（アン
ケート調査等） 

1．地域コミュニティの現状と課題 

2．町内会の現状と課題 

  

第三章 

地域コミュニティ活性化に向けて必要なこと 

※地域コミュニティの活性化に向けて求められる取組や支援策な
どを整理 

1．地域課題に対応するため求められる取組 

 （主体別、取組分野別、カテゴリー別など） 

2．取り組むべき政策課題と具体的な施策 

 （※ 第4回、第5回検討委員会で議論）  
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【札幌市の人口と高齢化率】 出典：実績は国勢調査、推計は札幌市

推計実績

老年人口割合
平成22(2010)年

20.2％

平成27(2015)年
にピークと推計

平成47(2035)年には
約180万人の見込み

老年人口割合
平成32(2020)年

28.4％

老年人口割合
平成47(2035)年

35.1％

•人口は平成27(2015)年頃をピークに人口減少すると推計されている。 
•高齢化は、平成47(2035)年では35.1％と、平成32(2020)年には、8世帯
に1世帯が高齢の単身世帯になると推計されている。 

•地区別に見ると、中央区を除き減少傾向。郊外部では、高齢化と同時に人
口密度も低下すると推計。 

第二章 現状の地域コミュニティについて 
 
１．地域コミュニティの現状と課題 
•町内会をはじめ、サークルやNPOなど様々なコミュニティ組織がある。 
•また、連合町内会、まちづくり協議会、区民協議会などの連携もある。 
 

連合
町内会

学校

ＰＴＡ

民生
委員

商店街

ＮＰＯ

企業
事業者

社会福祉
協議会

児童
会館

単位町内会
の集合体

町内会・自治体
76.1%

NPO法人
4.8%

PTA
0.4%

商店街
5.3%

事業所（企業・店舗）
3.9%

趣味のクラブ・サークル（ス

ポーツ・老人クラブ等）
5.8%

その他
1.7% 無回答

2.0%

地域コミュニティを担う団体として重要なもの

第三章 地域コミュニティ活性化に向けて必要なこと 
 
1．地域課題に対応するため求められる取組 

 
 

2．取り組むべき政策課題と具体的な施策 
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町内会活動（町内会行事）への市民の参加促進に向けたPRや啓発

大学生や若者が町内会活動に参加しやすくなるための仕組みづくりやきっかけづくり

社会人（現役世代）などで時間が無くても町内会活動にかかわれる仕組みや環境整備

市役所職員や企業退職者などの町内会活動参加を促進する取組

転入者に対する加入の呼び掛けや活動への参加促進のノウハウや支援

町内会への加入促進に向けたPRや啓発

活動や運営に対する助成などの財政的な支援

活動のノウハウや専門的な知識（会計・法律など）の獲得に向けた講座や情報共有

町内会を中核とした地域活動の活性化や参加を促進するための理念を定めた条例の制定

町内会役員や行事を手伝う方などの活動の担い手を育成する講座や情報提供

近年の社会状況の変化や今後予想される地域課題に対応した新しい町内会組織のあり方や運

営方法の見直し

町内会だよりやホームページ作成など、町内会の情報発信についての支援

町内会に対する行政等からの依頼事務の見直しや負担感の軽減

地域活動が評価される仕掛けづくり

地元企業や学校、NPOなど様々な団体間の連携に向けた調整・コーディネート

集合住宅新築時における情報の提供や連絡担当者の紹介・調整

活動する場を整備するための支援

その他
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町内会活性化のために必要なことについて

N=31

2．町内会の現状と課題 
•地域コミュニティの中核的な役割を担う町
内会。 

•住民同士の親睦交流、防犯・防災、ごみの
管理や除雪など、幅広い活動。 

•一方で、町内会加入率は低下。特に、若い
世代の加入率が低い。 

•運営上の課題は、「役員のなり手が不足し
ている」、「特定の人しか参加しない」、「役
員が高齢化している」など。NPOや企業との
連携は少ない。 

地域コミュニティにおける各主体の役割（主体別） （※ ワークショップのテーマ②での発言のまとめ）
市民 町内会 市民活動団体 企業・事業者 学校・児童会館

担い手
育成のた
めの役
割
（人材）

○地域への関心や愛着を持つ

○地域活動への参加（アイディアを
出す、リタイヤした方の活用）

○周囲を巻き込んだ活動

○地域活動をPRする

○地域交流（交流の場への参加）

○市政に関心を持ち、市民の意見
を伝える

○市民の地域活動への参加
を促す（普段からの挨拶、近
所の人を誘っての参加）

○地域活動を行う人材の受入
れ・発掘（若い世代を町内会
役員に入れる取組、負担の
軽いライトな活動の受入れ）

○ネットワークづくり

○各団体のノウハウを生かした
人材育成

○講師の派遣（コミュニティづ
くり、地域活動のレクチャー
等）

○地元住民の採用

○ボランティアとしての企業人材
の派遣

○若い世代との交流の機会の
創出

○地域との交流の機会の創出

○ボランティア活動による子どもたち
の地域の愛着の創出

○お母さん同士で子育てを教え合え
る関係性づくり（子育てが終わっても
子育てサロンに顔を出せる関係）

○児童・生徒を通じて地域の人たちを
つなげる

活動の
活発化・
参加促
進のため
に役割
（活動）

○地域行事への参加（お祭りなど）

○地域活動への参加（まちの清掃
活動への参加など）

○近隣住民とのコミュニケーション
と助け合い（挨拶や雪かきを手伝
う等）

○子どもを対象とした活動の
充実（ラジオ体操、盆踊り）

○世代間交流の活動の充実

○活動や行事の継続

○地域活動の機会の創出（若
い世代やマンションの住人も
参加できるような）

○地域イベントの企画（特にマ
ンションでの交流のきっかけ
づくり）
○災害時の活動・対応
○子育て支援（有償でも）
○専門知識を生かした地域行
事への協力、地域課題の解
決（趣味等サークル参加、地
域ニーズの把握、独居老人
の見守り等）

○積極的なCSRの活動

○社員のボランティア活動（除
雪、清掃活動等）

○地域行事への参加

○町内会との共同の事業（工作教室、
ラジオ体操、草刈り活動等）

○親同士のつながりの継続

○学校行事の地域への開放（バザー）

○見守り活動の継続

地域資
源・ノウ
ハウの
活用
（連携）

○地域のルールを守る（路上駐車
をしない、雪出しをしない）

○交流できるグループへの所属
（町内会に限らず）

○町内会同士の連携

○町内会と企業との連携

○町内会とマンションの管理
会社との連携

○学校・PTAとの連携

○市民活動団体のノウハウを
活用

○団体内部でのつながりづくり

（子育てサークルなどでのママ
トモづくりなど）

○配達事業などによる見守り活
動

○災害時の食料の備蓄

○企業が地域活動で貢献でき
ることの明確化

○町内会と学校（生徒）のより緊密な
関係づくり（レクリエーションの企画
等）

○町内会と連携した事業の実施（運動
会、昔遊び講座、神輿など）

○子どもを通した他団体との連携の取
組

○地域と連携した学校の防災訓練

活動費・
収益の
確保
（財源）

○町内会費や除雪費などの費用
負担と理解の共有

○行政サービスのコストへの理解

○時代に合わせた会費の徴
収

○会費の使い道の見える化
（収益が少なければイベント
など事業の縮小）

○専門性の高い分野について
町内会事業の一部を請け負
う

○協賛資金の提供 ○学校での収益を地域活動に還元す
る

（バザーの開催、古新聞の回収など）

場・機会
の創出
（拠点・ス
ペース）

○公共施設の利用 ○町内会も地域住民も集まれ
る場所づくり

○民間施設の有効活用（診療
所等）

○町内会館の管理、改修

○最寄の公共施設の活用（会
館、コンベンションセンター、
ちえりあ）

○地域イベントへの参加（イベン
トの協力、駐車場や施設や機
材の提供）

○学校施設の活用（貸室として開放、
親同士の交流の場、学校で子育て
サロンの開催、学童保育の場、図書
室の開放）

○地域の人の活躍の場の提供

情報発
信・情報
共有（情
報）

○地域の情報を受け取る（市の広
報を読む、会館の掲示板をみる）

○地域の情報の共有・伝達（回覧
板を回す、困っている人に適切
な行政サービスを伝える）

○町内会活動の情報発信（町
内会のメリットのPR、加入パ
ンフレットの配布、回覧板の
管理）

○対面での声かけ

○地域の声を集約する役割

○人と情報をつなぐ（困ってい
る人がわかるように）

○活動団体のことを知らせる

○広報誌の作成・活用

○企業の地域活動の情報発信

○企業の情報発信のツールの
提供（コンビニの掲示板など）

○学校の連絡網を利用した交流に関
する情報発信

○学校の地域活動の情報発信

その他 ・役員が高齢だと町内会費が高齢
者対策に使われてしまう。

・町内会という発想を変え、現状
に合った町内会の新しい形を考
えることが重要なのでは。

・女性の登用をすべきでは

・地域貢献を行うことで、企業の求
人への応募も多くなるのでは

・従来の商店街の代わりを担うと良
いのでは。

・子ども対象の取組が一番無理ない

・子どもが何か気になる事をしていたりした
時、親同士が知り合いだと言いやすい。
注意しにくい社会になっている。

■ワークショップでの意見のまとめ（地域コミュニティにおける各主体の担うべき役割と役割を果たすために求められること）

【市民】
・地域活動の普及啓発やきっかけづくり（団
体情報の発信や市政の情報発信）

【町内会】
・若い世代が参加しやすい町内会運営の
支援
・町内会運営の改善（役員構成や任期の見
直し等）

【その他】
・地域活動の社会的評価の向上

【町内会】
・町内会活動のノウハウの普及
【企業・事業者（メディア）】
・企業のCSRの促進
・地域活動のルールづくり（清掃活動を必ず
行うなど）
【学校・児童会館】
・学校内に地域活動を行うための担当課の
設置（地域連携課）

【共通】
・それぞれの団体との連携の仕方の情報提
供
・市民と団体、団体と団体のマッチング
・地域活動における課題やトラブルなどのリ
スクの共有
・挨拶などのコミュニケーションやコミュニティ
についての普及啓発

【町内会】
・会費の見直し
・徴収方法の改善
・町内会費の活用の見える化
【共通】
・財源の補助

【町内会】
・町内会館の活用促進
【企業・事業者（メディア）】
・民間施設などの活用促進
【学校・児童会館】
・空き教室・廃校を利用するなど活用しやす
い交流の場の創出
【共通】
・子育て、ママ友など、様々な切り口での交
流の場の創出

【町内会・市民活動団体】
・情報発信の方法やノウハウの普及啓発
【共通】
・情報のとりまとめ、一覧化
・情報の拡散

各主体が役割を果たすために必要なこと
（※ ワークショップのテーマ③の発言のまとめ）
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